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駒岡の森散策

　今年は雪が少ないなぁ・・・と思っていたら、帳尻合わせのようにたくさん雪が降り、例年通
り雪遊びを楽しむことができています。今月のもりぴたcafeでは、もりぴたのすぐ裏にある森に
お邪魔して、スノーシュー散策を行いました。保護者の皆様にもご参加いただき、冬の森を満喫
することができました。

もりぴたの裏に続く森の中に
スノーシューを履いて散策に
出発！樹木医でもあるもりぴ
た管理者の【てつ先生】から
森のお話を聞いたり、全力で
遊んだり。倒木で自然のアス
レチック遊びもできました🪵
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お問い合わせ

登録児童数：29人・スタッフ：9人（2025.2.22現在）

みんなで森の中に入って、樹木医
【てつ先生】から森のお話。

もりぴたのお庭よりも長〜い
雪の滑り台。米ぞりを満喫し
ました。

最近ブームの雪中しっぽ取り。先生に
しっぽを取られないように全力で逃げ
ています！

もりぴたに戻ってきて、外でお弁当＆
豚汁タイム🍙たくさん動いた分、みん
なおかわりをして、体力回復できまし
た！

もりぴたでの環境を活か
した自然遊びなど、毎日
様々なプログラムを行な
っています。メインプロ
グラムだけでなく、子ど
もたちのやりたい気持ち
に合わせた遊びを行って
おります。



おしらせ

スタッフの
おすすめ

　もりぴたには様々な絵本が置いてあり、子供たちが自由に読んだり、帰り
の会の読み聞かせに使用したりといろいろな場面で活用しています。
　中でも人気なのが、MOE絵本屋さん大賞を受賞して話題になった【大ピ
ンチずかん】と【大ピンチずかん２】。読み始めると「あ、それなったこと
あるよ！」と自分のピンチを披露しあいます。子供同士で一緒に読みながら
「こんなことないよね」など会話も盛り上がっています。笑顔がいっぱいに
なる【大ピンチずかん】は、みんな大好きです。
　今年の4月には、シリーズ第３弾となる【大ピンチずかん３】の発売も決
定したようです。みんなが「あるある！」と共感できる大ピンチ、楽しみで
すね。（児童発達支援管理責任者　木村）
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【冬の装備について】
2月になり、もりぴたの庭もかなり雪深くなってきまし
た。外遊びの際には、別途ご案内している冬の装備を
ご確認いただき、ご用意をお願いいたします。また、
濡れた手袋やスキーウエアを持ち帰るためのビニール
袋もご用意いただければと思います。

2月 もりぴただより（裏面）

2月の行事
  8日　もりぴたcafe〜スノー
　　　 シューで森を歩こう〜

子どもたちからも大人気【大ピンチずかん】

【新しいスタッフの紹介】
こんにちは！1月より指導員補助として勤務している、大学1年の梅津康
政（うめつこうせい）です。子供たちからは【うめちゃん先生】と呼ばれ
ています。普段は北海道教育大学でアウトドア活動を学んでいます！子供
たちと一緒に、負けないくらい元気に活動します！これからどうぞよろし
くお願いします。（指導員　梅津）

【退職の挨拶】
　専門学校の卒業に伴い、2月末をもってもりぴたを退職する運びになりま
した。平日は学校があり基本は土曜日のみの出勤だったため、お会いするこ
とができなかった方もいたかと思います。季節の移り変わりとともに、毎日
少しずつ成長していく子供たちの様子をそばで感じながら、この２年間で私
自身も多くのことを学ばせていただきました。
　専門学校に入学する以前は、大学で馬をつかったアニマルセラピーを学ん
でおり、大学卒業後は2年間十勝で酪農の仕事をしていました。動物たちと
関わる生活の中で「動物や自然は、目には見えないけれど、人の心を動かす
大きな力をもっている」と感じていました。そしてこれは、もりぴたで子供
たちと過ごす中でも改めて感じています。

スタッフからの
お知らせ

　 専門学校卒業後は、道東で馬と関わる仕事をします。馬と関わるといっても競走馬の飼育のような仕事
ではなく、《馬》と《福祉・教育・地域づくり》を掛け合わせたような事を目指しています。いつかもり
ぴたに馬を連れてきて、子供たちと馬が触れ合える機会をつくることが、私の中の密かな目標でもありま
す。今まで大変お世話になりました。ありがとうございました。（指導員　菊地莉奈）


